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多
く
の
市
民
の
方
の
「
笑

顔
」
を
見
る
た
め
に
、
多
様

な
考
え
や
ご
意
見
な
ど
お
聞

き
し
、
誠
実
に
向
き
合
い
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
か
ら
お
支
え

い
た
だ
き
、
4
期
を
務
め
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

合
併
か
ら
20
年
を
過
ぎ
、

議
会
も
新
メ
ン
バ
ー
が
出
そ

ろ
い
、
新
た
な
機
を
迎
え
ま

し
た
。
一
意
専
心
、
山
県
市

の
発
展
に
尽
力
し
ま
す
。

　
市
の
意
思
決
定
に
多
様
な

民
意
を
反
映
し
、
ま
ち
の
発

展
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
柔
軟
な
思
考
で
議
会
議

論
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
の
職
を
拝
命
し
ま
し

た
。
私
を
含
め
13
人
の
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
約
を
掲
げ
選
挙

に
立
候
補
し
ま
し
た
。
選
挙
期
間
中
、
各
地
で
市
民
の
皆
様
か

ら
直
接
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
を
形
に
で
き
る
よ
う
、

議
長
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
待
望
の
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
ル
ー
ト
の
開
通
も
間
も

な
く
と
な
り
、
市
内
外
か
ら
山
県
市
の
豊
か
な
自
然
を
体
験
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
優
れ
た
技
術
を
持
っ
た
多
く
の
企
業
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま

す
。
機
会
を
逸
す
る
こ
と
な
く
議
会
と
行
政
が
一
丸
と
な
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長𠮷

田
　
茂
広

山
県
市
議
会

　

 

新
体
制
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
6
年
4
月
28
日
に
行
わ
れ
た
山
県

市
議
会
議
員
選
挙
で
、
新
た
に
13
人
の
議

員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
1
回
臨
時
会
で
、
投
票
に
よ

り
議
長
に
𠮷
田
茂
広
議
員
、
副
議
長
に
加

藤
義
信
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

武藤　孝成操　知子

寺町　祥江 山崎　通

議
会
構
成

議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長

　
武
藤　
孝
成

副
委
員
長

　
寺
町　
祥
江

山
崎　
　
通

奥
田　
真
也

武
藤　
行
儀

総
務
産
業
建
設
委
員
会

委 

員 

長

　
奥
田　
真
也

副
委
員
長

　
操　
　
知
子

𠮷
田　
茂
広

山
崎　
　
通

古
川　
雅
一

武
藤　
行
儀

川
島　
亜
也

　
第
₁
回
臨
時
会
で
、
各
委
員
会
と
組
合
議
会
の
新
た
な
議
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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平
成
10
年
よ
り
秘
書
と
し

て
政
治
活
動
を
始
め
27
年
目

で
す
。こ
の
経
験
を
生
か
し
、

市
政
発
展
の
た
め
全
力
で
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
企
業
の
経
験
を
生
か

し
市
政
に
新
風
を
！！

　
こ
れ
か
ら
の
任
期
を
通
じ

て
市
民
の
皆
様
の
生
活
向
上

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
常
に
緊
張
感
を
持

ち
、
山
県
市
の
未
来
を
想
定

し
、
万
全
な
準
備
を
整
え
、

行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
聞

き
、
皆
様
の
思
い
が
形
に
な

る
よ
う
し
っ
か
り
と
行
政
に

届
け
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
声
を
受
け
止
め
、

行
政
と
の
緊
張
関
係
を
持
ち

な
が
ら
、
憲
法
を
暮
ら
し
と

平
和
に
生
か
す
山
県
市
の
発

展
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
が
、
心
身
共

に
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
新
人
議

員
ら
し
く
元
気
よ
く
本
気
で

取
り
組
み
ま
す
！

　
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
引
き
続
き
副
議
長
の
職
を

拝
命
し
ま
し
た
。
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
の
職
責
を
全
う
し
、

山
県
市
議
会
が
市
民
の
皆
様
か
ら
よ
り
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
類
へ
と
移
行
さ
れ
て
か

ら
１
年
が
過
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
再
開
さ
れ
る
中
、
物
価

高
騰
な
ど
に
よ
る
生
活
へ
の
不
安
や
負
担
は
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
意
見
を
交
わ
し
、
安
心
し

て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
49
歳
で
議
員
に
な
り
3
期
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
監
査
委

員
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
に
代
わ
り
、
行
政
運
営
が
適
切
か
つ
効
率
的
に

行
わ
れ
て
い
る
か
、
公
正
不
偏
の
立
場
か
ら
し
っ
か
り
と
監
査

し
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長

加
藤
　
義
信

議
員
選
出
監
査
委
員

古
川
　
雅
一

奥田　真也武藤　行儀川島　亜也

河合　雅俊 吉田　昌樹 田中　辰典

議
会
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長

　
加
藤　
義
信

副
委
員
長

　
田
中　
辰
典

操　
　
知
子

川
島　
亜
也

河
合　
雅
俊

岐
北
衛
生
施
設
利
用
組
合
議
会

（
山
県
市
選
出
）

武
藤　
孝
成

加
藤　
義
信

田
中　
辰
典

𠮷
田　
茂
広

寺
町　
祥
江

厚
生
文
教
委
員
会

委 

員 

長

　
寺
町　
祥
江

副
委
員
長

　
田
中　
辰
典

武
藤
　
孝
成

𠮷
田　
茂
広

加
藤　
義
信

吉
田　
昌
樹

河
合　
雅
俊
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第 2 回定例会
6 月 3 日～21日 

（19日間）
人事案件 1 件
条例案件 4 件
予算案件 3 件
その他案件 2 件
委員会提出案件 1 件
請願 2 件
報告案件 3 件

第 1 回臨時会
５ 月13日

専決処分案件 2 件
人事案件 10件
予算案件 2 件
その他案件 1 件
報告案件 2 件

令和 6 年　第 １ 回臨時会
● 専決処分案件

承第 1 号 山県市税条例の一部を改正する条例の専決処分について 承認（全会一致）

承第 2 号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分につ
いて 承認（全会一致）

● 人事案件
議第35 ～38号 山県市固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第39号 山県市教育委員会委員の任命同意について 同意（全会一致）
議第40 ～43号 山県市高富財産区管理委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第47号 山県市監査委員の選任同意について 同意（全会一致）

● 予算案件
議第44号 令和 ６ 年度山県市一般会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）
議第45号 令和 ６ 年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 可決（賛成多数）

● その他案件
議第4６号 市道路線の廃止について 可決（全会一致）

● 報告案件
報第 1 ･ 2 号 専決処分の報告について ─

賛否が分かれた議案

議案番号
議
決
結
果

河
合
雅
俊

川
島
亜
也

吉
田
昌
樹

武
藤
行
儀

田
中
辰
典

奥
田
真
也

寺
町
祥
江

古
川
雅
一

加
藤
義
信

操　
知
子

山
崎　
通

𠮷
田
茂
広

武
藤
孝
成

議第45号 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○
※ ○は賛成、●は反対。なお、議長は採決には加わらない。

議案の
審議結果

採決にあたっての主な討論
議第 4５号 令和６年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
反対討論

　今回の補正予算には、健康保険証をマイナ保険証に移行するためのシステム改修業務委託料が含まれている。
政府は、現行の健康保険証を廃止する方針であるが、マイナ保険証の利用は進んでいない。医療現場でも、マイ
ナ保険証による資格確認に人手や時間が取られている。
　現行の健康保険証を廃止し、マイナ保険証利用を推進することを含む補正予算には反対する。
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令和 6 年　第 ２ 回定例会
● 人事案件

議第57号 山県市教育長の任命同意について 同意（全会一致）

● 条例案件
議第48号 山県市税条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）
議第49号 山県市企業版ふるさと納税基金条例について 可決（全会一致）

議第50号 山県市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第51号 山県市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

● 予算案件
議第53号 令和 ６ 年度山県市一般会計補正予算（第 2 号） 可決（全会一致）
議第54号 令和 ６ 年度山県市水道事業会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）
議第55号 令和 ６ 年度山県市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）

● その他案件

議第52号 岐阜県後期高齢者医療広域連合の処理する事務及び規約の変更に
関する協議について 可決（全会一致）

議第5６号 山県市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決（全会一致）

● 委員会提出案件
発議第 3 号 山県市議会委員会条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

● 請願
請願第 1 号 「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める請願 不採択（賛成少数）

請願第 2 号 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急
に行うことを求める請願書 継続審査

● 報告案件
報第 3 号 令和 5 年度山県市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について ─
報第 4 号 令和 5 年度山県市水道事業会計予算繰越計算書の報告について ─
報第 5 号 山県市土地開発公社経営状況について ─

賛否が分かれた議案

議案番号
議
決
結
果

河
合
雅
俊

川
島
亜
也

吉
田
昌
樹

武
藤
行
儀

田
中
辰
典

奥
田
真
也

寺
町
祥
江

古
川
雅
一

加
藤
義
信

操　
知
子

山
崎　
通

𠮷
田
茂
広

武
藤
孝
成

請願第 1 号 不採択 ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ─ ●
※ ○は賛成、●は反対。なお、議長は採決には加わらない。

採決にあたっての主な討論
請願 第 1 号 「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める請願
賛成討論

　薬局では、マイナンバーカードの取得やマイナ保険証の利用が進められているため、医療機関の受診時には健康
保険証を使うが、薬局ではマイナ保険証を使う人がいる。
　医療現場で続いているトラブルを避けるため、現行の健康保険証を利用する人も多い。マイナ保険証利用率の
低迷は、メリットが感じられないというのが大きな理由である。
　現行の健康保険証を維持すれば、医療機関でのトラブルは軽減され、情報の漏えいも防止することができるた
め、賛成する。
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（文責　奥田 真也）

所管事務調査報告

総務産業建設委員会（6月13日）

 ライフライン保全対策事業（県管理道沿い樹木伐採事業）
　この事業は、暴風雨・大雪などによる倒木により、長時間の
道路通行止めや停電の事態が発生した区域などで、再発生防止
のためあらかじめ道路周辺の立木を伐採し、緊急輸送道路など
の確保や停電防止に努めるものである。これは、県の補助金と
中部電力株式会社の協力により事業を展開している。令和 5年
度は国道418号沿い笹賀地内と県道196号線沿い柿野地内の 2カ
所で実施されている。令和 6年度の実施場所は、国道418号沿
い徳永地内で、山側約0.34ヘクタール、延長約250m。また、県
道200号線沿い谷合地内では、山側約0.15ヘクタール、延長約
100m、川側約0.15ヘクタール、延長約100mの実施が計画され
ている。令和 5年度の実施箇所を調査したところ、電線周辺の
樹木は綺麗に伐採されており、倒木に起因した災害は防げるも
のと感じることができた。
　昨今の雨は、線状降水帯やゲリラ豪雨など、思いもよらない
災害がいつ何時起きるとも分からない。そのため、この事業を
進めていくことで、防災や減災につながるものと大いに期待で
きる。

 美山地域デマンド型交通
　令和 3年 6月 1日から自主運行バスとして美山地域
デマンド型交通の乾線・葛原線、神崎山県BT線、市街
地巡回線（西ルート・東ルート）などの運行がスター
トしており、美山地域におけるデマンド型交通は、平
日昼間の必要不可欠な交通手段となっている。
　利用者登録をすることで、自宅に近い場所に「マイ
バス停」を設定することができ、登録者は520人との
ことである。
　令和 6年 4月から、高校生は通学定期があれば、自
主運行バスに乗車が可能となっている。今のところ神
崎山県BT線に 1人が乗車したとのことであり、今後は
学校行事や夏休みなどで利用者が増える可能性がある。
　今回、デマンドバスに委員全員で乗車をしたが、乗
降する際、ステップが出るためスムーズな乗降が可能
であった。また、試乗したバスがバス停登録している
施設の玄関前まで行ってくれたため、非常に利用しや
すいと感じた。
　2024年問題により運送業界の残業規制が始まってお
り、今後ますます公共交通の維持管理が厳しくなって
いくと予想される。市民が更に利用しやすく、また乗
りたいと思える自主運行バスとなることを大いに期待
したい。
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 山県市クリーンセンター　最終処分場 （文責　田中 辰典）

　美山地域の谷合地内にある、クリーンセンター最終処
分場の雨水排水溝工事予定箇所を視察した。この最終処
分場は、焼却により発生する焼却灰やスラグを埋め立て
ている。クリーンセンターの包括協定事業者が最終処分
場の 3分の 2程度の場所を、約50cmの覆土工事を行い、
終了後に市が雨水排水溝工事を行う予定である。この工
事により、線状降水帯やゲリラ豪雨が発生した時、施設
の表面に流れる雨水を安全に排水溝に流すことができる
ようになる。

 北武芸公民館　いこいの広場 （文責　吉田 昌樹）

　介護予防教室として、いこいの広場が市内10カ所の公民
館で毎週開かれている。今回は、その内の北武芸公民館で
開催されている様子を視察した。おおむね65歳以上の人、
日常生活が自立している人が対象である。10数人が参加
し、NPO法人どんぐり会のスタッフ 2人の指導で筋力ト
レーニングを行っていた。その他に、脳のトレーニング、
調理実習、音楽療法、軽スポーツ、作品づくり、健康相談、
生活に役立つ講座、子どもたちとの交流などバラエティー
に富んだ内容となっている。
　高齢者が元気に暮らすため、地域に根付いた事業の継続
は、大変重要だと感じた。今回の参加者は女性ばかりだっ
たが、とても楽しそうに参加されていた。健康維持、フレイ
ル予防のために、男性の参加があるともっと良いと感じた。

 高富コミュニティセンター（高富中央公民館） 3階ホール （文責　河合 雅俊）

　令和 6年 1月 4日から新たな形で利用開始された高富コ
ミュニティセンター（高富中央公民館） 3階ホールは、文化
活動のみならずスポーツ活動にも利用できるように改修され、
現在は市内の卓球団体や文化活動にも使用されているとのこ
とであった。
　床は利用者の身体的負担を軽減するため、弾性塩ビシート
が施工されており、実際に床に触れてみると、滑りにくい素
材であるなど利用者に配慮されていた。
　また、LEDダウンライト照明を整備したことにより、視認
性も向上していた。
　 3階ホールの改修に加え、令和 6年 6月からは「高富コミュ
ニティセンター」へ名称を変え開設されたことにより、用途
幅の拡大と市民の利便性が高まることが期待される。

厚生文教委員会（6月14日）
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予
算
案
件

【
議
第
53
号
】�

令
和
6
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

Q
支
障
木
の
伐
採
は
、
実
際
に

要
望
を
受
け
て
か
ら
実
施
す
る

ま
で
に
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
が
必

要
か
。

A
現
地
確
認
や
予
算
要
求
な
ど

を
行
い
、
最
短
で
要
望
を
受
け

た
翌
年
に
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
実
際
に
作

業
を
す
る
準
備
を
し
て
か
ら
完

了
す
る
ま
で
は
、
半
年
程
度
の

時
間
を
要
す
る
。

採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
49
号
、
議
第
53
～
56
号

常
任
委
員
会
報
告

総
務
産
業
建
設
委
員
会

　
各
常
任
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
と
請
願
を
そ
れ

ぞ
れ
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
議
と
審
査
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

条
例
案
件

【
議
第
50
号
】 �

山
県
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
介
し

た
閲
覧
方
法
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
。

A
現
在
、
施
設
の
見
や
す
い
場

所
に
運
営
規
定
や
職
員
体
制
な

ど
を
掲
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、法
律
の
改
正
に
よ
り
、

掲
示
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
閲
覧
で
き
る
状
態
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。

【
議
第
51
号
】 �

山
県
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

Q
条
例
改
正
の
対
象
と
な
る
保

育
施
設
の
現
状
は
。

A
条
例
改
正
の
対
象
と
な
る
事

業
所
は
、
小
規
模
保
育
事
業
所

Ａ
型
の
ね
っ
こ
園
の
み
で
あ

る
。
今
回
は
3
～
5
歳
児
の
配

置
基
準
の
改
正
で
あ
り
、
ね
っ

こ
園
は
3
歳
未
満
児
の
み
の
施

設
で
あ
る
た
め
、
条
例
改
正
の

影
響
は
受
け
な
い
。 厚

生
文
教
委
員
会

予
算
案
件

【
議
第
53
号
】�

令
和
6
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

Q
低
所
得
者
世
帯
支
援
給
付
金

の
対
象
と
な
る
世
帯
件
数
は
。

A
住
民
税
非
課
税
世
帯
3
0
0

世
帯
、
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
60
世
帯
、
子
ど
も
加
算

の
対
象
と
な
る
児
童
を
60
人
見

込
ん
で
い
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
希
望
者
が
見
込
み

よ
り
多
い
時
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
追
加
補
正
を
考
え
る
。

Q
い
わ
桜
小
学
校
の
体
育
館
の

雨
漏
り
工
事
の
着
手
予
定
は
。

A
議
決
後
、
速
や
か
に
入
札
を

実
施
し
、工
事
着
手
す
る
予
定
。

採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
48
号
、
議
第
50
～
53
号

請
願

採
決
の
結
果

請
願
第
1
号

「
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願

　
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

請
願
第
2
号

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ

の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

　
全
会
一
致
で
継
続
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
に
決
定

▲ 支障木の伐採後

▲ ねっこ園での様子
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一般質問
令和6年
第2回定例会

６
人
の
議
員
が

登
壇
し
、市
政
を
問
う

Q-1�能登半島地震を受けて、�
山県市の耐震工事費の補助制度について

A住民アンケートを踏まえ住宅の耐震関連の施策を進める
Q-2山県市の受動喫煙防止対策について
A受動喫煙防止対策に取り組み、啓発に努める

田中 辰典 議員

吉田 昌樹 議員

　
　 

耐
震
工
事
費
補
助
の
増
額

の
考
え
は
。

　

 

国
・
県
の
補
助
を
最
大
限
活

用
し
て
お
り
、
増
額
す
る
計
画

は
な
い
。
令
和
6
年
度
実
施
す

る
耐
震
関
連
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
住
宅
の
耐

震
化
率
向
上
に
有
効
な
施
策
を

考
え
る
。

　
　 

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補

助
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　

 

補
助
制
度
を
設
け
る
計
画
は

な
い
が
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
等
の
人

的
被
害
軽
減
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
考
え
る
。

　
　 

昭
和
56
年
か
ら
平
成
12
年

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
工

事
補
助
の
考
え
は
。

　

 

昭
和
56
年
か
ら
再
度
基
準
が

見
直
さ
れ
た
平
成
12
年
ま
で
に

着
工
し
た
住
宅
は
、
一
定
水
準

の
耐
震
性
を
有
す
る
た
め
、
特

に
耐
震
性
が
不
十
分
な
昭
和
56

年
以
前
の
住
宅
へ
の
耐
震
化
の

施
策
を
重
点
的
に
進
め
る
。

　
　 

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の

取
り
組
み
は
。

　

 

取
り
組
み
の
一
つ
に
、
受

動
喫
煙
の
危
険
性
や
喫
煙
に
よ

る
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
に
つ
い

て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、世
界
禁
煙
デ
ー
に
合
わ
せ
、

広
報
5
月
号
や
市
Ｈ
Ｐ
で
市
民

に
向
け
た
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。

　
　 

禁
煙
外
来
治
療
費
の
助

成
に
対
す
る
考
え
は
。

　

 
保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
市
独
自
の
助
成
は
現
在
の

と
こ
ろ
実
施
す
る
予
定
は
な

い
。

　
　 

市
庁
舎
3
階
中
庭
の
喫

煙
場
所
の
撤
去
と
市
職
員
の
禁

煙
治
療
の
助
成
に
対
す
る
考
え

は
。

　

 

市
と
し
て
令
和
7
年
度
以

降
に
庁
舎
敷
地
内
全
面
禁
煙
と

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
職

員
の
禁
煙
治
療
へ
の
助
成
は
、

加
入
す
る
共
済
組
合
の
保
健
事

業
で
行
わ
れ
て
い
る
。

-

1

-

1

-

1

-

2
-

2

-

2

　 

岐
阜
バ
ス
岐
北
線
が
減
便

に
な
り
、
葛
原
塩
後
行
き
は
早

朝
と
夜
の
2
本
だ
け
に
な
っ

た
。
高
齢
者
が
医
療
機
関
へ
受

診
す
る
に
は
不
向
き
で
、
高
校

通
学
に
も
適
切
な
時
間
帯
の
バ

ス
が
な
く
、
最
低
限
の
暮
ら
し

が
で
き
な
い
状
況
が
ま
す
ま
す

深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

① 

岐
北
線
減
便
に
対
す
る
代
替

え
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

② 

岐
阜
大
学
方
面
か
ら
平
井
坂

を
通
る
バ
ス
路
線
を
検
討
で

き
な
い
か
。

　

 ①
バ
ス
運
行
事
業
者
に
地
域
か

ら
の
意
見
と
増
便
要
望
を
伝
え

た
が
、
運
転
手
不
足
の
深
刻
化

等
、
事
業
者
を
取
り
巻
く
現
在

の
状
況
か
ら
、
増
便
を
す
る
こ

と
は
困
難
と
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
現
在
は
、
岐
北
線

塩
後
系
統
の
代
替
手
段
の
運
行

に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
お

り
、
令
和
6
年
1
月
に
代
替
手

段
と
し
て
運
行
す
る
た
め
の
車

両
を
発
注
し
た
。
ま
た
、
交
通

シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
た
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
と
、
代

替
手
段
の
路
線
案
等
を
協
議
・

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
バ
ス
の
利
用
状
況

や
地
域
の
人
の
意
見
を
踏
ま
え

つ
つ
、関
係
各
機
関
と
調
整
し
、

代
替
手
段
の
運
行
に
向
け
検
討

を
進
め
て
い
く
。

②
現
在
、
神
崎
方
面
へ
は
、
平

日
は
神
崎
山
県
Ｂ
Ｔ
線
、
休
日

は
岐
北
線
神
崎
系
統
を
運
行
し

て
お
り
、
公
共
交
通
で
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
は
当
該

路
線
を
案
内
し
て
い
る
。
実
態

は
自
家
用
車
等
で
現
地
訪
問
さ

れ
る
人
が
多
く
、
問
い
合
わ
せ

自
体
も
少
な
い
状
況
。
ま
た
、

市
内
需
要
か
ら
見
て
も
、
過
去

に
平
井
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴

い
路
線
運
行
し
て
い
た
が
、
廃

線
と
な
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
利

用
者
は
多
く
は
見
込
め
な
い
と

推
測
す
る
。
路
線
の
減
便
・
廃

止
が
相
次
ぐ
現
状
か
ら
、
観
光

客
利
用
を
主
眼
と
し
た
新
規
路

線
の
運
行
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
公
共
交
通
事
業
の

根
幹
で
あ
る
市
民
の
日
常
の
足

の
確
保
を
主
体
と
し
て
、
運
行

維
持
に
当
面
は
注
力
し
て
い

く
。

Q �公共交通について
A �市民が利用しやすい運行に向け検討する
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山
県
学
園
構
想
の
課
題

と
、
そ
の
対
応
は
。
ま
た
、
合

同
授
業
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

　

 

課
題
は
、
学
校
間
の
授
業

日
課
の
違
い
や
、
児
童
生
徒
の

移
動
手
段
の
不
足
な
ど
が
あ

る
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
新
た

な
日
課
表
の
作
成
や
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
加
え
て
ハ
ー
バ
ス
を

移
動
手
段
に
用
い
る
こ
と
で
、

ロ
ス
タ
イ
ム
を
最
小
限
に
抑
え

る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
複
数
の
教
員
で
一
人

一
人
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ

せ
た
認
め
や
励
ま
し
を
行
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の

成
長
を
保
障
し
て
い
く
。

　
　 

自
然
体
験
事
業
の
総
括

と
今
後
の
取
り
組
み
、
方
針
決

定
の
時
期
は
。

　

 

自
然
体
験
事
業
で
は
、
園

ご
と
に
研
究
等
を
行
い
特
色
の

あ
る
自
然
体
験
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
を
交
え
た
意

見
交
換
・
研
究
を
実
施
し
、
保

護
者
・
地
域
に
お
け
る
自
然
体

験
へ
の
理
解
度
、
美
山
地
域
の

保
育
園
の
役
割
等
の
把
握
を

行
っ
た
。
今
後
は
、
自
然
体
験

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様

な
目
線
で
美
山
地
域
の
保
育
に

お
け
る
方
針
を
深
化
さ
せ
て
い

く
。
方
針
決
定
の
具
体
的
時
期

は
定
め
て
い
な
い
が
、
国
の
考

え
方
な
ど
も
正
し
く
見
極
め
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
。

　
　 

伊
自
良
文
化
ゾ
ー
ン
は
、

本
物
に
触
れ
る
体
験
・
体
感
か

ら
感
性
を
育
む
場
に
な
る
と
考

え
る
。
文
化
ゾ
ー
ン
の
今
後
の

在
り
方
と
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

　

 

学
び
の
要
素
を
取
り
入
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
展
示
を
行

い
、「
教
育
的
価
値
が
高
い
施

設
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
文
化

ゾ
ー
ン
の
発
展
を
目
指
し
て
い

く
。
ま
た
、
幼
児
や
小
中
学
生

が
本
物
に
触
れ
、
体
験
・
体
感

に
よ
る
感
性
を
育
む
文
化
的
体

験
が
、
0
か
ら
1
を
生
み
出
す

創
造
力
の
資
質
・
能
力
と
し
て

極
め
て
重
要
で
、
次
期
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
の
施
策
に
位
置
付
け
た

い
と
考
え
る
。

-

1

-

2

-

3

寺町 祥江 議員

奥田 真也 議員

Q-1�山県学園構想について
A合同授業実施学年の拡大と教科担任制の授業を実施
Q-2自然体験保育について
A園ごとに地域の自然を生かした事業を推進する
Q-3ふるさと納税について
A体験型返礼品による魅力発信をしていく

　
　 

誰
も
と
り
こ
ぼ
さ
な
い

市
の
教
育
で
あ
る
山
県
学
園
構

想
。
今
年
か
ら
新
た
に
進
め
る

取
り
組
み
は
。

　

 

令
和
6
年
度
か
ら
、
美
山

小
学
校
と
い
わ
桜
小
学
校
の
6

年
生
が
週
3
日
美
山
中
学
校
へ

移
動
し
、
中
学
校
の
教
員
が
行

う
教
科
担
任
制
の
授
業
を
受
け

て
い
る
。

　
伊
自
良
南
小
学
校
と
伊
自
良

北
小
学
校
の
5
、
6
年
生
は
、

中
学
校
で
教
科
担
任
制
の
授
業

を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え

て
3
、
4
年
生
は
週
1
日
合
同

授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
梅
原
小
学
校
、大
桑
小
学
校
、

桜
尾
小
学
校
で
は
、
学
習
内
容

に
応
じ
て
柔
軟
に
合
同
授
業
を

実
施
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　 

保
育
園
が
進
め
る
自
然

体
験
保
育
の
今
後
と
、
園
児
一

人
一
人
に
目
が
届
く
保
育
補
助

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導
入
の
考

え
は
。

　

 

保
育
園
ご
と
に
地
域
の
自

然
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
実

現
を
目
指
し
、
自
然
活
動
に
知

見
を
持
つ
人
な
ど
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
自
然
体
験
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
地
域
資
源
の
持
続

的
な
活
用
を
図
る
た
め
、
地
域

の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
く
。

自
然
体
験
等
の
園
外
事
業
に
関

し
て
は
、
見
守
る
目
の
多
さ
が

重
要
と
な
る
た
め
、
保
育
補
助

者
の
雇
用
と
地
域
の
人
が
協
力

す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

　
　 

山
県
市
ら
し
い
「
体
験

型
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
更
に
増

や
し
、
魅
力
発
信
し
て
い
く
考

え
は
。

　
 

体
験
型
の
返
礼
品
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
本
来
の
目
的
で

あ
る
「
応
援
し
た
い
地
域
の
力

に
な
る
」
に
対
し
て
効
果
的
で

あ
る
。
地
域
の
フ
ァ
ン
に
な
る

ケ
ー
ス
も
多
く
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
も
有
効
な
手
法
で
あ

る
た
め
、
本
市
の
豊
か
な
自
然

環
境
や
観
光
資
源
を
生
か
し
た

体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
を
模
索
し
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
登
録
が
で
き

る
よ
う
、
事
業
者
に
向
け
て
提

案
等
し
て
い
く
。

-

1
-

2

-

3

Q-1�山県学園構想の今後について
A教育課程の工夫と子どもの心に寄り添った細やかな対応の促進
Q-2美山地域の保育施設等を中心とした地域創造について
A自然体験の推進と方針決定に向けた議論の深化を図る
Q-3伊自良文化ゾーンの今後について
A教育的価値が高い施設として文化的体験を施策に位置付ける
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河合 雅俊 議員

加藤 義信 議員

　 

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
等
に
、
緊
急
通
報
用
機

器
を
無
料
で
貸
し
出
す
制
度
で

あ
る
が
、
詐
欺
等
に
よ
り
固
定

電
話
回
線
を
廃
止
す
る
場
合
も

あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し

た
携
帯
用
通
報
機
器
や
、
動
き

を
感
知
す
る
人
感
セ
ン
サ
ー
の

設
置
、
シ
ス
テ
ム
の
申
請
時
に

必
要
な
協
力
員
の
代
わ
り
と
な

る
駆
け
付
け
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

も
含
め
、
利
用
対
象
者
の
条
件

の
見
直
し
な
ど
の
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

 

本
市
が
実
施
し
て
い
る
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
、
寝
た
き
り
老
人
を
抱
え
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
身

体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら
3
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
一
人
暮

ら
し
の
人
に
対
し
て
通
報
機
器

を
無
料
で
貸
し
出
す
制
度
で
あ

る
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、

固
定
電
話
回
線
を
使
用
し
て
通

信
す
る
機
器
で
あ
り
、
固
定
電

話
回
線
を
契
約
し
て
い
な
い
と

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

近
年
、
詐
欺
等
に
よ
り
固
定
電

話
回
線
を
解
約
し
、
通
報
機
器

を
返
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
今
後
の
課
題

で
あ
っ
た
。
今
後
、
固
定
電
話

回
線
以
外
で
使
用
で
き
る
携
帯

型
通
報
装
置
や
、
動
き
を
感
知

す
る
人
感
セ
ン
サ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
時
代
に
あ
っ
た
対

応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
他
の
自
治
体
の
導
入
例
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
な
お
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
申
請
時
に
、
現
在
2
人
の
協

力
員
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
見
守
り
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
か
ら
で
あ
り
、
現
在

の
体
制
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
希
望
者
に
は
駆
け
付
け

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
、
今
後
協
議
し
て
い
く
。
ま

た
、
利
用
対
象
者
の
条
件
の
見

直
し
は
、
民
生
委
員
な
ど
の
意

見
を
聞
き
、
今
後
支
援
を
必
要

と
す
る
世
帯
に
応
じ
た
対
応
を

し
て
い
く
。

　 

薬
物
乱
用
は
、
若
年
層
を

中
心
に
社
会
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
大
麻
な
ど
違
法
薬
物
の
使
用

や
、
咳
止
め
な
ど
市
販
薬
の

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
※
も
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
友
人
か

ら
誘
わ
れ
て
使
う
こ
と
が
多
い

違
法
薬
物
の
乱
用
に
対
し
て
、

市
販
薬
の
過
量
服
用
は
精
神
的

苦
痛
を
逃
れ
る
た
め
に
自
ら
求

め
て
使
用
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。

　
使
用
に
至
る
背
景
が
異
な
る

2
つ
の
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る

た
め
の
今
後
の
方
針
は
。

※ 

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
と
は
、
風

邪
薬
や
咳
止
め
な
ど
を
大
量
・

頻
回
に
服
用
す
る
こ
と
。

　

 《
学
校
の
今
後
の
方
針
》

　
近
年
、
若
年
層
の
大
麻
事
犯

に
よ
る
検
挙
や
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
の
低
年
齢
化
の
問
題
か
ら

も
、
予
防
教
育
の
強
化
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
進

め
て
い
る
薬
剤
師
会
な
ど
の
医

療
機
関
や
警
察
に
協
力
を
得

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
物
の
具
体

的
な
影
響
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
た

り
、
同
年
代
で
意
見
交
流
す
る

こ
と
で
、
お
互
い
に
啓
発
し

合
っ
た
り
す
る
機
会
を
計
画
的

に
作
っ
て
い
く
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
と
し

て
、
ス
ト
レ
ス
管
理
の
方
法
や

薬
物
に
頼
ら
な
い
生
き
方
を
、

自
分
事
と
し
て
見
つ
め
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
。

《
地
域
の
今
後
の
方
針
》

　
現
在
は
、
薬
物
乱
用
を
防
止

す
る
活
動
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
す
る
な
ど
、
薬
物
乱
用

防
止
意
識
の
普
及
・
啓
発
活
動

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。今
後
は
、

薬
剤
師
会
と
協
力
し
、
地
域
で

薬
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
一
人
一
人
が

薬
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
施
策
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
薬
物
乱
用
防
止
に

つ
な
が
る
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
施
策
を
展
開
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
山
県
高
校

で
新
た
に
始
め
た
S
O
S
の
出

し
方
教
育
に
つ
い
て
も
、
今
後

は
学
校
の
領
域
に
と
ど
ま
ら

ず
、
更
な
る
対
象
拡
大
を
目
指

し
て
い
く
。
ま
た
、
現
在
の
事

業
体
系
を
見
直
す
中
で
、
事
業

開
催
に
向
け
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
く
。

Q緊急通報システムについて
A �時代にあった対応や検討が必要

Q ��地域における薬物乱用防止の�
現状と今後について

A �学校の領域にとどまらず�
地域での薬物乱用防止に努める

▲ 緊急通報システム機器
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令和 6 年第 3 回（9 月）
議会定例会予定令和 6 年第 3 回（9 月）定例会　本会議の提案説明と一般

質問をチャンネル長良川で放送します。

市ホームページで各議員の一般質問の開始時間を
放送日の 2、3 日前に公開します。

9月 3日㈫ 本会議（提案説明）
10日㈫ 本会議（質疑）
12日㈭ 総務産業建設委員会
13日㈮ 厚生文教委員会
18日㈬ 本会議（一般質問）
19日㈭ 本会議（一般質問）

26日㈭ 本会議（委員長報告・質疑・
討論・採決）

市ホームページ（山県市議会）
にアクセスできます。

10 月 4日（金）12時～CCN12
10月 6日（日）17時～CCN12（サブチャンネル）

※ 会議は、原則午前 10 時から開会します。
※ 傍聴を希望する場合は、傍聴受付で傍聴券を受け取

り、入場してください。
※ 日程を変更することもありますので、事前に議会事務

局（22-6840）に問い合わせてください。

山県市議会

テレビ放映のお知らせ

議会活動日誌

4月

5月

6月
 2日㈫ 議会報編集委員会
17日㈬ 議会報編集委員会
18日㈭  第107回東海市議会議長会定期総会

 8日㈬ 議員協議会 
13日㈪ 第1回臨時会 
17日㈮ 中濃十市議会議長会議
22日㈬  第100回全国市議会議長会定期総会
23日㈭  タブレット端末操作研修会
27日㈪ 議会運営委員会 
30日㈭  全員協議会

 3日㈪  第2回定例会本会議（開会）
 4日㈫  ぎふ国道256号整備促進期成同盟会定期総会
 6日㈭ 議会運営委員会
10日㈪ 本会議（質疑）
 議会報編集委員会
13日㈭ 総務産業建設委員会
14日㈮ 厚生文教委員会
  第74回社会を明るくする運動推進委員会
15日㈯  市青少年育成市民会議総会・市青少年の主張

大会
18日㈫ 本会議（一般質問）
21日㈮ 議会運営委員会
  本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

【
委
員
長
】	 加
藤 

義
信

【
副
委
員
長
】	 田
中 

辰
典
【
委
　
　
員
】	 操
　 

知
子

	

川
島 

亜
也

	

河
合 

雅
俊

　
日
差
し
が
照
り
付
け
る
中
、
向
日

葵
が
青
空
を
仰
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
今
春
、
4
月
の
選
挙
に
お
き
ま

し
て
新
た
な
議
員
13
人
が
誕
生
し
、

新
た
な
議
会
構
成
と
な
り
、
私
た
ち

編
集
委
員
会
委
員
も
新
た
な
メ
ン

バ
ー
が
就
任
を
し
、
初
め
て
の
議
会

だ
よ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
に
分
か
り
易
く
、
正
確
に
お
伝
え

で
き
る
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
愛
読

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
暑
さ
厳
し
い
折
、
体
調

を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

�

（
文
責　
加
藤　
義
信
）

編
集
委
員

編
集
後
記

議員表彰（全国市議会議長会・東海市議会議長会）
　吉田茂広議員が市議会議員として市政の発展と振興に貢献された
功績により、全国市議会議長会と東海市議会議長会から表彰状が贈
られました。（表彰状の伝達は ６ 月 3 日に議場で行われました。）

議員15年表彰 ▼
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